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研究プロジェクトの

概要  

本研究では，平成29年３月告示中学校学習指導要領技術・家庭科技術分野（以

下，新学習指導要領）「Ａ.材料と加工の技術」(2)イにある「設計を具体化すると

ともに，製作の過程や結果の評価，改善及び修正について考える」について，効果

的な授業の開発を目的とする。 

 新学習指導要領では，技術分野の目標として，「解決策を構想し，試作を通じ

て具体化し，課題を解決する力を養う」とある。これまでの試作製作では，段ボ

ールや発泡スチロールを活用して原寸大の試作品を製作したり，木材を使用し

てサイズを縮小した試作品を製作したりしてきた。しかし，これらの方法は，①

少ない技術分野の時数の中で，試作のために多くの時間が割かれてしまう。②

生徒の技能が必ずしも高いとは限らないため，完成度が低いものが出来上がり，

試作品としての価値を得られない。③材料費がかさむ。という３点が大きな課

題であった。これら課題を，３Ｄプリンタの特徴を生かすことでいずれの課題

も解決できると考える。 

これまで，３Ｄプリンタが技術分野で十分活用できると，論文や学会でも発表さ

れているが，実際は，本体等が高価であることから技術室に設置している中学校は

少ない。３Ｄプリンタを導入した試作の製作は，技術分野の目標を達成させるため

に有効な手段であるため，新たな授業の提案を中学校の場から発信できる機会で

あると考えている。 

 

 

 

研 究 成 果 の 概 要 

 

＜実践内容＞ 

１年生において，内容「Ａ.材料と加工に関する技術」を取り上げ，「教室のロ

ッカーを有効活用できるロッカーパーテーションを製作しよう」という題材を設

定した。製作過程では，自ら描いた設計図を基に試作を行うが，今回は段ボールを

材料にした試作品製作と，ＣＡＤソフトウェア及び３Ｄプリンタを活用した試作

品製作の両方を行なった。 

 段ボールによる試作は，１分の１サイズで板材の厚さも再現して製作した。コス

トを抑えるため，学校で教材の搬入や給食の食材搬入で使用された段ボールをリ

サイクル活用したが，元々が試作用ではないため形が不揃いであり，製作に苦労し

ている生徒が多かった。試作の仕方や段ボールカッターのリスク指導などを含め，

試作品の完成に掛かった時間は，４～６時間程 

度であった。過去の実践では，有料の試作用ダ 

ンボールや発泡スチロールを活用したこともあ 

り，きれいに出来上がるもののコスト面が大き 

な課題であった。 

一方，同じ設計図をＸＹＺプリンティング 

ジャパン社のＣＡＤフリーソフトウェア「Ｘ 

ＹＺmaker」を活用して，パソコン上で改め 



て設計し直した。ＣＡＤソフトでは，設計図の寸法を６～８分の１サイズに縮

小し，３軸からなる立体的な図面で設計した。立体的に設計したデータは，同社

の３Ｄプリンタ「ダヴィンチJr 1.0 Pro」を活用して，３Ｄ印刷した。実際に

出来上がった試作品は，設計による差がある 

ものの，おおよそ５０㎜四方の大きさとなっ 

た。設計時間は，ソフトウェアの使い方の指 

導も含め，２～３時間で終った。３Ｄプリン 

タによる印刷時間は，平均１５分程度であっ 

た。３Ｄプリンタを２台同時に活用したため， 

１コマの授業内では，５～６人が印刷できた。 

 

＜成果＞ 

○今回の題材「ロッカーパーテーション製作」は，製品となる木材の部品点数が少

なく，部品一つ一つがそれほど複雑な形状ではない。そのため，フリーソフトの

少ない機能であっても生徒が考えた設計を再現するには十分であった。機能が

少ないことで，ソフトウェアの使い方を覚える手順も少なく，どの生徒も理解し

やすい内容量であった。結果的に，作業に関わる指導や作業そのものに充てる時

間が少なく済み，これまで段ボールや発泡スチロールで製作したときの最大３

分の１の時間で試作が完成した。 

補足「ＣＡＤソフトと３Ｄプリンタで製作する試作品は，段ボールによる試作

と比較して簡単でしたか」・・・「簡単だった」と回答した生徒 75.9％ 

○小学校での図工や中学校での美術の制作など，手作業による製作活動が苦手な

生徒でも，正確で思い通りの試作品になったと喜んでいた生徒が多かった。 

補足「３Ｄプリンタで製作した試作品は，自分の考えている通りの形状になり

ましたか」・・・「なった」「おおよそなった」と回答した生徒 95.5％ 

○３Ｄプリンタへデータ送信した後は，全てプリンタが印刷してくれるため，印刷

中の時間を，工具を使う練習などの他の活動に充てることができた。 

○３Ｄプリンタへ設計データを送信後も，途中で印刷を停止して設計し直したり

印刷し直したりと，試作のやり直しが手軽にできた。 

○今回の試作は，実物の６～８分の１サイズで製作したが，材料費は 100 円以下

と安価であった。 

○空間認識力が弱い生徒でも，立体的な具体物が３Ｄプリンタによって短時間で

しかも安価に出来上がり確認しやすいことが分かった。 

○ＣＡＤによる設計中は，どの生徒も熱心に活動していた。また，３Ｄプリンタで

自分の設計が立体化される様子が目の前で見られるため，プリンタに食いつい

て見入っている生徒も多かった。 

補足「ＣＡＤソフトと３Ｄプリンタによる製作を，また行ってみたいと思いま

すか」・・・「ぜひ行いたい」「機会があれば行いたい」と回答した生徒 92.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

●３Ｄプリンタには印刷可能な大きさが決まっているため，製作しようとしてい

る製品を３Ｄプリンタで試作しようと考えても，設計図通りの実寸で印刷でき



ない場合がある。今回の「ロッカーパーテーション製作」の試作も，６～８分の

１サイズで印刷した。これにより，「製品の寸法は，本当にこれでよいのか」と

いう点がや，縮尺したことで複雑な形状となる細部の再現難しいことが課題と

して挙がった。 

●設計通りに立体化されるという点が利点でもあるが，逆に，設計図が完璧でない

と，印刷した試作も本来製作しようとしているものとは必ず違うものが出来上

がってしまう。 

●３Ｄプリンタの性能によって，印刷する試作品の形がゆがんだりフィラメント

が垂れたりしてしまう場合がある。 

●紙のプリンタと違い，一作品が出来上がったら取り出さなければならず，データ

をプリンタに貯めておくことはできても，連続印刷ができない。そのため，一定

時間が経つたびに，授業者や印刷待ちの生徒が確認したり印刷物を取り出した

りしなければならず，授業内で効率よく印刷作業する流れを構築する必要があ

る。 

 

 

研究成果の発表状況 

１）当校「ＩＣＴ授業公開」において実践授業を公開（H31.2.8実施） 

公開授業では，技術分野「Ａ.材料と加工に関する技術」における設計場面を取

り上げ，ＣＡＤによる設計と３Ｄプリンタによる試作場面を公開した。生徒が一人

一台パソコンを使用し，XYZ プリンティングジャパン社のＣＡＤフリーソフトウェ

ア「XYZmaker」を活用して設計している様子と，設計データを同社の３Ｄプリンタ

「ダヴィンチ Jr 1.0 Pro」に送信し，印刷する様子を参観者に見ていただいた。 

 

２）上越 技術と家庭科教育の会における実践発表（H31.2.16 開催） 

 ２月８日(金)の「ＩＣＴ授業公開」における実践を中心に，研究内容について，

県内の現場の先生方や教育委員会の先生方に対し実践報告をした。当日は，公開授

業の内容に加え，生徒が実際に３Ｄプリンタで製作した試作品も展示し，先生方に

手に取って見ていただいた。また，今後の授業における可能性と課題についても触

れたことで，発表後には，参会者の先生方から実践内容に関わる助言やご意見をた

くさんいただいた。 

 

学校現場や授業への

研究成果の還元につ

いて 

平成 31年度は，再度「Ａ.材料と加工に関する技術」における設計場面で，木製

品を想定した試作をＣＡＤと３Ｄプリンタによって製作する予定である。また，

「Ｂ.エネルギー変換に関する技術」における電気を利用した製作品の外装や部

品，動力伝達を取り入れた製作品の試作や部品製作でも取り入れる予定である。そ

こでの実践内容は，iTunesU などにアップし，公開していく予定である。 

 


